
火災発生時に備えましょう

①消火栓ポンプ起動

②ホース延長

③放水

起動ボタンを押し、消火栓ポンプを起動します。

ホースにねじれがないように確認しながら延長し、
出火箇所に向かいます。

ホースノズルのコックを開き放水します。

●２人の操作が必要な屋内消火栓設備
（１号消火栓）

※上記は発信機とポンプ起動ボタン兼用の場合です。
種類によって異なりますので、
事前に起動ボタンの位置を確認しましょう。

①バルブ開放

②ホース延長

③バルブ開放・放水

バルブを開放すると消火栓ポンプが起動します。

ホースを持ちながら、出火箇所に向かいます。

出火箇所に接近した操作員の放水準備ができたら
「放水はじめっ」の合図で、消火栓のバルブを開放
し放水します。

●１人の操作が必要な屋内消火栓設備
（易操作性１号消火栓・２号消火栓・広範囲型２号消火栓）

※１人で操作が可能な屋内消火栓は、
種類によって使用方法が異なりますので、事前に確認しましょう。

屋内消火栓の使用方法
●消火器で消えないときは屋内消火栓設備を使用します。

２人で操作するものと１人で操作できるものがあります。
設置されている屋内消火栓設備の種類を確認し、操作手順を確かめましょう。

消火栓扉（表）の左上隅

○一人で操作可能な消火栓
の表示マーク○

※一人で操作可能な消火栓でも
表示シールがない場合もあります。
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